
　

令
和
８
年
９
月
25
日

全
日
本
海
員
組
合
　
組
合
長

松
浦
満
晴

組
合
員
各
位

第
87
回

定
期
全
国
大
会
日
程
お
よ
び
主
要
議
題
の
告
示

▼
場
　
　
所
　

　
海
員
福
祉
研
修
会
館

　
４
階
白
鳳

（
ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
）

東
京
都
中
央
区
晴
海
４
の
７
の
28

日
時
お
よ
び
議
事

　
　

第
１
日

11
月
４
日（
水
）
午
前
９
時
30
分
開
会

○
議
長
・
副
議
長
選
出

○
執
行
部
員
登
録
者
全
国
委
員
の
部
属
指
定

○
第
81
年
度
活
動
報
告

○
第
81
年
度
会
計
報
告

○
地
区
提
出
議
案
の
扱
い
に
つ
い
て

○
第
82
年
度
活
動
方
針
案
「
活
動
の
基
調
」

　
　

第
２
日

11
月
５
日（
木
）
午
前
９
時
30
分
再
開

▽
各
分
科
会
議

　
①
外
航
分
科
会
議
（
２
階　
平
安
）

　
②
水
産
分
科
会
議
（
５
階　
視
聴
覚
室
）

　
③
国
内
分
科
会
議
（
４
階　
白
鳳
）

　
　

第
３
日

11
月
６
日（
金
）
午
前
９
時
30
分
再
開

○
各
分
科
会
議
報
告

○
第
82
年
度
総
予
算
お
よ
び
設
備
計
画
案

○
常
任
役
員
・
会
計
監
査
・
執
行
部
員
全
国
常
任

委
員
選
挙

執
行
部
員
全
国
常
任
委
員
の
地
域
別
指
定
定
員

は
次
の
通
り
と
す
る
。

北
海
道
２
、
東
北
２
、
関
東
３
、
関
西
２
、

中
・
四
国
２
、
九
州
関
門
２

○
各
種
委
員
の
選
任

外
航
分
科
会
議
主
要
議
題
の
告
示

▽
報
告
事
項　
外
航
部
門
活
動
報
告

▽
議
　
　
題

　
①
外
航
部
門
の
活
動
に
つ
い
て

　
②
外
航
部
属
全
国
常
任
委
員
選
挙

　
③
外
航
部
委
員
会
お
よ
び
各
種
協
議
会
の
構
成

水
産
分
科
会
議
主
要
議
題
の
告
示

▽
報
告
事
項　
水
産
部
門
活
動
報
告

▽
議
　
　
題

　
①
水
産
部
門
の
活
動
に
つ
い
て

　
②
水
産
部
属
全
国
常
任
委
員
選
挙

　
③
水
産
部
委
員
会
お
よ
び
各
種
協
議
会
の
構
成

国
内
分
科
会
議
主
要
議
題
の
告
示

▽
報
告
事
項　
国
内
部
門
活
動
報
告

▽
議
　
　
題

　
①
国
内
部
門
の
活
動
に
つ
い
て

　
②
国
内
部
属
全
国
常
任
委
員
選
挙

　
③
国
内
部
委
員
会
お
よ
び
各
種
協
議
会
の
構
成

令
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９
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組
合
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松
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第
３
９
６
回
　
全
国
評
議
会
の
開
催
案
内

日
　
時

令
和
８
年
11
月
６
日
（
金
）

大
会
終
了
後

場
　
所　
海
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福
祉
研
修
会
館
４
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議
　
題　
①
大
会
決
定
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処
理
事
項

に
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い
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中
東
方
面　

オ
マ
ー
ン
湾
就

航
船
舶
へ
の
対
応
状
況

　
現
在
、日
本
船
主
協
会
外
航
労

務
部
会
お
よ
び
関
係
各
社
と
「
ペ

ル
シ
ャ
湾
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
な

ら
び
に
オ
マ
ー
ン
湾
に
お
け
る

「W
arlike Operations Area

（
Ｗ
Ｏ
Ａ
）」お
よ
び「Extended 

Risk Zone　
（
Ｅ
Ｒ
Ｚ
）」の
設
定

に
関
す
る
確
認
書
」
を
締
結
し
、

入
域
す
る
場
合
の
条
件
な
ど
を
定

め
る
と
と
も
に
、
Ｗ
Ｏ
Ａ
（
軍
事

行
動
区
域
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
、
ア
デ
ン
湾
な
ら

び
に
紅
海
南
部
、
ロ
シ
ア
周
辺
海

域
の
航
行
に
つ
い
て
は
、
就
航
を

見
合
わ
せ
る
旨
の
労
使
確
認
を
行

っ
て
い
る
。

就
航
を
見
合
わ
せ
て
い
る
海

域
以
外
の
Ｗ
Ｏ
Ａ

（
軍
事
行

動
区
域
）へ
の
入
域
の
場
合

　
組
合
と
船
主
団
体
お
よ
び
関
係

各
社
間
の
当
該
海
域
に
お
け
る
確

計
画
の
策
定
お
よ
び
提
示
を
す
る

こ
と
④
緊
急
時
に
お
け
る
退
避
経

路
を
確
保
す
る
こ
と
⑤
Ｅ
Ｒ
Ｚ
入

出
域
時
／
入
出
港
時
に
適
時
組
合

へ
報
告
す
る
こ
と
⑥
会
社
と
本
船

の
連
絡
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
就
航
を
予
定
し
て
い

る
船
舶
ご
と
に
確
認
を
行
っ
て
い

る
。中

東
地
域
の
航
行
の
安
全
に

関
す
る
官
民
連
絡
会
議

　
中
東
方
面
の
航
行
の
安
全
に
つ

い
て
政
府
と
民
間
が
情
報
共
有
を

図
る
た
め
、
政
府
（
内
閣
官
房
、

外
務
省
、
防
衛
省
、
海
上
保
安

庁
、
国
土
交
通
省
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
）
お
よ
び
民
間
（
全
日
本

海
員
組
合
、
日
本
船
主
協
会
、
石

油
連
盟
）
の
関
係
者
が
一
堂
に
会

す
る
官
民
連
絡
会
議
が
毎
月
開
催

さ
れ
て
お
り
、
直
近
で
は
９
月
４

日
に
国
土
交
通
省
海
事
局
の
会
議

室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
各
省
庁
か
ら
の
情
報
提
供
と
し

て
、
米
国
・
イ
ラ
ン
両
国
の
攻
撃

の
応
酬
が
再
開
さ
れ
る
な
ど
情
勢

が
再
び
激
化
し
て
き
て
い
る
こ

と
、
バ
ブ
・
エ
ル
・
マ
ン
デ
ブ
海

峡
に
お
い
て
８
月
24
日
に
ホ
ー
シ

ー
派
か
ら
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
籍
原

油
タ
ン
カ
ー
へ
の
攻
撃
事
案
が
発

生
、
緊
迫
度
が
高
ま
っ
て
い
る
旨

の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
ソ
マ
リ
ア
沖
に
お
け
る

海
賊
行
為
が
昨
年
比
約
３
倍
に
増

加
し
て
い
る
こ
と
、
バ
ブ
・
エ
ル

・
マ
ン
デ
ブ
海
峡
の
情
勢
悪
化
に

伴
い
迂
回
航
路
を
と
っ
て
い
る
影

響
で
原
油
調
達
に
遅
れ
が
生
じ
て

い
る
状
況
と
、
当
面
の
備
蓄
原
油

の
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
本
組
合
か
ら
は
「
各
省
庁
か
ら

の
報
告
の
通
り
現
地
は
危
険
な
状

況
に
あ
り
、
日
本
関
係
船
舶
は
新

た
に
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
通
峡
し
て

認
内
容
の
順
守
を
前
提
に
、
会
社

が
①
乗
組
員
に
事
前
の
就
航
同
意

確
認
を
実
施
す
る
こ
と
②
乗
組
員

の
安
全
確
保
対
策
を
講
ず
る
こ
と

③
乗
組
員
リ
ス
ト
を
提
出
す
る
こ

と
④
安
全
な
航
海
計
画
の
策
定
お

よ
び
提
示
を
す
る
こ
と
⑤
緊
急
時

に
お
け
る
退
避
経
路
を
確
保
す
る

こ
と
⑥
Ｗ
Ｏ
Ａ
入
出
域
時
／
入
出

港
時
に
適
時
組
合
へ
報
告
す
る
こ

と
⑦
会
社
と
本
船
の
連
絡
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

就
航
を
予
定
し
て
い
る
船
舶
ご
と

に
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

Ｅ
Ｒ
Ｚ

（拡
大
リ
ス
ク
ゾ
ー

ン
）へ
の
入
域
の
場
合

　
当
該
海
域
に
つ
い
て
は
乗
組
員

の
就
航
拒
否
権
は
付
与
さ
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
当
該
海
域
に
お
け

る
確
認
内
容
の
順
守
を
前
提
に
会

社
が
①
乗
組
員
の
安
全
確
保
対
策

を
講
ず
る
こ
と
②
乗
組
員
リ
ス
ト

を
提
出
す
る
こ
と
③
安
全
な
航
海

い
な
い
も
の
の
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
内

に
は
い
ま
だ
日
本
関
係
船
舶
（
湾

内
で
稼
働
し
て
い
る
船
舶
等
）
４

隻
が
留
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
危
険
な
状
況
下
で
の
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
通
峡
は
考
え
ら
れ
ず
、
引

き
続
き
安
全
確
保
や
情
報
共
有
等

の
対
応
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
湾
内
の
船
舶
数
が
増
え
る
こ

と
が
な
い
と
し
て
も
、
関
係
業
界

に
対
し
国
か
ら
定
期
的
に
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
提
供
が
あ
り
、
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

現
場
乗
組
員
や
そ
の
家
族
に
と
っ

て
も
重
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
本

会
議
を
通
じ
て
情
報
交
換
を
継
続

し
て
い
き
た
い
」
と
要
請
し
た
。

　
そ
の
後
の
意
見
交
換
に
お
い
て
、

バ
ブ
・
エ
ル
・
マ
ン
デ
ブ
海
峡
お

よ
び
フ
ジ
ャ
イ
ラ
港
の
危
険
度
に

対
す
る
評
価
に
つ
い
て
、
関
係
省

庁
よ
り
、
バ
ブ
・
エ
ル
・
マ
ン
デ

ブ
海
峡
に
お
い
て
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
籍
船
が
ホ
ー
シ
ー
派
の
攻
撃

対
象
と
な
り
、
主
に
ロ
シ
ア
か
ら

油
を
積
み
出
す
そ
の
他
の
船
籍
の

船
舶
に
つ
い
て
は
攻
撃
対
象
外
と

し
て
い
る
模
様
で
あ
る
こ
と
、
フ

ジ
ャ
イ
ラ
港
に
つ
い
て
は
Ｕ
Ａ
Ｅ

と
イ
ラ
ン
と
の
協
議
に
よ
り
標
的

か
ら
一
定
程
度
外
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
一
方
で
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
関
係
船

舶
が
攻
撃
を
受
け
る
事
案
は
確
認

さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
の
脅
威

が
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と

の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

　
本
組
合
は
、
今
後
も
当
該
海
域

の
情
勢
変
化
に
注
視
を
続
け
、
組

合
員
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
政

府
や
船
主
団
体
と
の
連
絡
体
制
を

維
持
す
る
と
と
も
に
、
情
勢
の
変

化
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
た

だ
ち
に
政
府
な
ら
び
に
関
係
省
庁

や
政
党
、
船
主
団
体
な
ど
に
対
し

必
要
な
対
応
を
求
め
て
い
く
。
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児
童
が
船
の
仕
事
を
学
ぶ

　
午
前
８
時
40
分
、
村
上
市
岩
船

港
の
粟
島
汽
船
株
式
会
社
の
乗
船

岸
壁
か
ら
、
46
人
の
児
童
が
フ
ェ

リ
ー
ニ
ュ
ー
あ
わ
し
ま
に
乗
船

し
、
本
組
合
の
井
上
寛
信
新
潟
支

部
長
の
司
会
で
乗
船
式
が
始
ま

り
、
主
催
者
を
代
表
し
平
岡
英
彦

中
央
執
行
委
員
が
「
こ
の
体
験
乗

船
を
通
じ
て
、
将
来
、
皆
さ
ん
の

中
か
ら
船
員
に
な
り
た
い
と
い
う

人
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
横
山
吉
夫
村
上
市
教
育

委
員
会
教
育
長
職
務
代
理
者
と
西

村
ち
な
み
衆
議
院
議
員
、
日
本
海

洋
石
油
資
源
開
発
株
式
会
社
の
原

田
洋
人
代
表
取
締
役
専
務
取
締
役

新
潟
鉱
業
所
長
が
あ
い
さ
つ
し
た

後
、
村
上
市
立
金
屋
小
学
校
の
石

井
瑛
莉
さ
ん
が
児
童
を
代
表
し
て

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
乗
船
式
が
終
わ
る
と
、
船
の
乗

組
員
が
出
港
ス
タ
ン
バ
イ
に
入

り
、
児
童
は
岸
壁
か
ら
離
れ
る
船

の
出
港
を
見
学
し
た
。

学
習
イ
ベ
ン
ト
＝
操
舵
室
見

学
・
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験
・

船
の
役
割
と
乗
組
員
の
仕
事

　
船
が
出
港
す
る
と
船
内
で
は
、

児
童
が
Ａ
班
〜
Ｄ
班
ま
で
の
４
班

に
分
か
れ
、
操
舵
室
見
学
・
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
体
験
・
船
の
役
割
と
乗

組
員
の
仕
事
＆
船
と
海
の
ク
イ
ズ

コ
ー
ナ
ー
を
順
番
に
体
験
・
学
習

し
た
。

　
操
舵
室
の
見
学
で
は
、
航
海
士

か
ら
レ
ー
ダ
ー
装
置
や
舵
輪
な
ど

の
航
海
計
器
や
船
体
の
説
明
を
受

け
た
ほ
か
、
実
際
に
汽
笛
を
鳴
ら

し
、
双
眼
鏡
で
遠
く
を
見
る
な

ど
、
乗
組
員
の
仕
事
を
学
ん
だ
。

　
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験
で
は
、
佐

渡
汽
船
株
式
会
社
と
日
本
海
曳
船

株
式
会
社
の
職
場
委
員
か
ら
、
巻

き
結
び
・
本
結
び
・
も
や
い
結
び

な
ど
、
日
常
生
活
で
使
え
る
結
び

方
を
学
ん
だ
。

　
船
の
役
割
と
乗
組
員
の
仕
事
の

講
話
は
、
関
東
地
方
支
部
の
安
藏

巧
在
籍
専
従
執
行
部
員
と
松
下
翔

馬
在
籍
専
従
執
行
部
員
が
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
、
ク
イ
ズ

を
交
え
な
が
ら
船
の
仕
事
の
重
要

性
と
船
員
職
業
に
つ
い
て
、
わ
か

り
や
す
く
教
え
た
。

　
船
が
岩
船
沖
油
ガ
ス
田
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
周
回
し
は
じ
め
る

と
、
日
本
海
洋
石
油
資
源
開
発
株

式
会
社
の
原
田
洋
人
代
表
取
締
役

専
務
取
締
役
新
潟
鉱
業
所
長
が
操

舵
室
で
マ
イ
ク
を
持
ち
、
船
内
放

送
で
岩
船
沖
油
ガ
ス
田
の
概
要
と

重
要
性
を
、
見
学
す
る
児
童
に
説

明
し
た
。

　
体
験
乗
船
の
下
船
式
は
、
岩
船

港
に
入
港
す
る
直
前
に
行
わ
れ
、

浦
隆
幸
関
東
地
方
支
部
長
と
安
井

和
弥
粟
島
汽
船
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

村
上
市
立
平
林
小
学
校
６
年
生
の

矢
田
蓮
斗
さ
ん
が
、
児
童
を
代
表

し
て
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
児

童
代
表
に
は
安
井
和
弥
社
長
か
ら

記
念
と
な
る
帽
子
が
贈
呈
さ
れ
、

貴
重
な
体
験
乗
船
を
終
了
し
た
。

船に乗って体験 船の役割と乗組員の仕事船に乗って体験 船の役割と乗組員の仕事
村上市立金屋小学校・村上市立平林小学校

粟島汽船株式会社粟島汽船株式会社粟島汽船株式会社 フェリーニューあわしまフェリーニューあわしまフェリーニューあわしま

安井和弥粟島汽船株式会社安井和弥粟島汽船株式会社安井和弥粟島汽船株式会社
代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長

西村ちなみ衆議院議員西村ちなみ衆議院議員西村ちなみ衆議院議員

児童代表あいさつ（乗船式）児童代表あいさつ（乗船式）児童代表あいさつ（乗船式）

横山吉夫村上市教育委員会横山吉夫村上市教育委員会横山吉夫村上市教育委員会
教育長職務代理者教育長職務代理者教育長職務代理者

平岡英彦中央執行委員平岡英彦中央執行委員平岡英彦中央執行委員

浦隆幸関東地方支部長浦隆幸関東地方支部長浦隆幸関東地方支部長

児童代表あいさつ（下船式）児童代表あいさつ（下船式）児童代表あいさつ（下船式）

原田洋人日本海洋石油資源開発株式会原田洋人日本海洋石油資源開発株式会原田洋人日本海洋石油資源開発株式会
社代表取締役専務取締役新潟鉱業所長社代表取締役専務取締役新潟鉱業所長社代表取締役専務取締役新潟鉱業所長

記念の帽子で敬礼記念の帽子で敬礼記念の帽子で敬礼

操舵室見学操舵室見学操舵室見学

ロープワーク体験ロープワーク体験ロープワーク体験

船の役割と乗組員の仕事船の役割と乗組員の仕事船の役割と乗組員の仕事

フェリーニューあわしまフェリーニューあわしまフェリーニューあわしま岩船沖油ガス田プラットフォーム岩船沖油ガス田プラットフォーム岩船沖油ガス田プラットフォーム

新潟県

　
９
月
３
日
、
新
潟
県
村
上
市
で
体
験
乗
船
「
船
に
乗
っ
て

体
験　
船
の
役
割
と
乗
組
員
の
仕
事
」
を
開
催
し
、
村
上
市

立
金
屋
小
学
校
の
５
年
生
９
人
と
６
年
生
18
人
、
村
上
市
立

平
林
小
学
校
の
６
年
生
19
人
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
体
験
乗
船
は
、
村
上
市
内
の
小
学
生
が
粟
島
汽
船
株

式
会
社
の
「
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
あ
わ
し
ま
」
に
乗
船
し
、
操

舵
室
見
学
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
現
役
船
員
の
講
話
を
聞
く
な

ど
船
員
の
仕
事
を
体
験
し
た
ほ
か
、
荒
井
浜
の
約
４
㎞
沖
合

の
水
深
約
36
ｍ
の
海
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る
岩
船
沖
油
ガ
ス

田
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
海
上
か
ら
見
学
し
た
。

　
こ
の
全
日
本
海
員
組
合
が
主
催
す
る
体
験
乗
船
の
企
画
に

は
、
村
上
市
と
村
上
市
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、
日
本
海
洋

石
油
資
源
開
発
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｐ
Ｏ
）
や
粟
島
汽
船
株
式
会

社
な
ど
、
多
く
の
関
係
者
・
団
体
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。



（3）　　2026年（令和８年）９月25日 第 3129 号（第３種郵便物認可）

９
月
１
日・小
樽
港
発
か
ら
就
航

　
姉
妹
船
「
け
や
き
」
と
同
じ
仕

様
の
「
は
ま
な
す
」
は
、
国
内
の

フ
ェ
リ
ー
で
は
最
速
ク
ラ
ス
で
、

波
を
切
る
性
能
を
高
め
た
垂
直
船

首
に
、
船
尾
が
ア
ヒ
ル
の
尻
尾
の

よ
う
に
突
き
出
し
た
形
状
の
ダ
ッ

ク
テ
ー
ル
な
ど
、
最
新
鋭
の
省
エ

ネ
船
型
を
採
用
し
て
い
る
。

　
旅
客
定
員
は
「
け
や
き
」
と
同

じ
２
８
６
人
で
、
従
来
の
フ
ェ
リ

ー
に
比
べ
船
内
の
空
間
を
広
く
す

る
こ
と
で
、
乗
船
客
の
居
室
空
間

に
も
十
分
な
配
慮
が
行
き
届
い
て

い
る
こ
と
が
船
旅
の
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
旅
客

や
貨
物
の
大
量
輸
送
か
ら
、
船
旅

で
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
重
視
し
た

客
室
へ
と
変
化
す
る
こ
と
で
、
客

室
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
や
豪

華
な
内
装
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も

に
、
航
海
中
の
大
海
原
を
満
喫
で

き
る
展
望
大
浴
場
や
露
天
風
呂
、

ホ
テ
ル
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
料
理
を

楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン
、
映
画
や

没
入
型
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
視
聴
で

き
る
ス
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
、
船
首

部
に
は
２
層
吹
き
抜
け
の
空
間
で

進
行
方
向
の
海
原
を
展
望
で
き
る

「
フ
ォ
ワ
ー
ド
サ
ロ
ン
」
な
ど
、

21
時
間
の
船
旅
を
飽
き
さ
せ
な
い

た
め
の
工
夫
・
配
慮
が
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
昨
今
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム

に
も
配
慮
し
て
、
船
体
中
央
の
上

甲
板
に
ド
ッ
ク
ラ
ン
を
設
け
、
ウ

ィ
ズ
ペ
ッ
ト
ル
ー
ム
を
５
室
ほ
ど

確
保
し
た
。
京
都
と
北
海
道
を
旅

行
す
る
プ
ラ
ン
を
盛
り
上
げ
る
、

新
し
い
船
旅
の
時
代
の
到
来
を
告

げ
て
い
る
。

最
新
の
船
内
設
備
を
見
学

　
船
内
見
学
会
で
は
、
船
橋
（
操

舵
室
）
の
航
海
計
器
、
機
関
監
視

室
や
機
関
室
、
ス
ク
ラ
バ
ー
（
排

ガ
ス
浄
化
装
置
）
な
ど
を
見
学

し
、
現
場
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
環
境
負
荷
軽
減
対
策
と

し
て
次
世
代
型
太
陽
電
池
の
ペ
ロ

ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
を
実
証
設

置
し
、
こ
の
折
り
曲
げ
や
ゆ
が
み

に
強
く
軽
量
化
が
可
能
な
太
陽
電

池
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
船
内
居

住
環
境
の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
舞
鶴
港
〜
小
樽
港
の
航
海
中

に
、
旅
客
の
疲
れ
を
癒
や
す
た
め

の
浴
場
や
露
天
風
呂
、
映
画
な
ど

長
時
間
の
船
旅
を
楽
し
め
る
豪
華

客
船
の
雰
囲
気
を
満
喫
で
き
る
。

「はまなす」船内見学会「はまなす」船内見学会
（大阪港・天保山埠頭）（大阪港・天保山埠頭）

新日本海フェリー株式会社新日本海フェリー株式会社新日本海フェリー株式会社

昨
秋
デ
ビ
ュ
ー
し
た「
け
や
き
」の
姉
妹
船

昨
秋
デ
ビ
ュ
ー
し
た「
け
や
き
」の
姉
妹
船

　
夏
真
っ
盛
り
の
８
月
30
日
、
大
阪
港
の
天
保
山
埠
頭
で
、
新
日

本
海
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
新
造
船
「
は
ま
な
す
」
の
船
内
見
学

会
が
開
催
さ
れ
、
会
社
を
担
当
す
る
大
阪
支
部
の
小
林
泰
之
大

阪
支
部
長
と
森
健
輔
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
職
場
委
員
、
山
﨑
秀
和

関
西
地
方
支
部
長
、
組
合
本
部
か
ら
は
田
中
伸
一
組
合
長
代
行
が

訪
船
し
て
、
船
橋
や
機
関
室
を
見
学
し
、
９
月
か
ら
小
樽
〜
舞
鶴

航
路
に
就
航
す
る
現
場
組
合
員
の
皆
さ
ん
を
激
励
し
た
。

　
新
造
船
「
は
ま
な
す
」
は
昨
秋
デ
ビ
ュ
ー
し
た
「
け
や
き
」
の

姉
妹
船
で
、
全
長
が
１
９
９
ｍ
、
旅
客
定
員
は
２
８
６
名
で
、
車

両
積
載
台
数
は
ト
ラ
ッ
ク
１
５
０
台
・
乗
用
車
30
台
。
舞
鶴
港
と

小
樽
港
を
約
21
時
間
で
結
ぶ
。（
南
行
き
は
約
21
時
間
45
分
）

　
船
名
の
「
は
ま
な
す
」
は
北
海
道
を
代
表
す
る
花
で
、
道
花

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
本
船
は
１
９
７
２
年
に
就
航
し
た
「
フ

ェ
リ
ー
は
ま
な
す
」
以
来
、
歴
代
４
代
目
の
伝
統
あ
る
船
名
を
継

承
し
た
。
船
内
見
学
会
に
は
公
募
で
選
ば
れ
た
約
１
３
０
０
人
が

訪
れ
、
演
奏
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
新
造
船
「
は
ま
な
す
」
の
船

出
を
祝
っ
た
。

左から山﨑秀和関西地方支部長、田中伸一組合長代行、山本健太郎船長、宇佐昌宏機関長、左から山﨑秀和関西地方支部長、田中伸一組合長代行、山本健太郎船長、宇佐昌宏機関長、左から山﨑秀和関西地方支部長、田中伸一組合長代行、山本健太郎船長、宇佐昌宏機関長、
新井知大パーサー、小林泰之大阪支部長、森健輔新日本海フェリー職場委員新井知大パーサー、小林泰之大阪支部長、森健輔新日本海フェリー職場委員新井知大パーサー、小林泰之大阪支部長、森健輔新日本海フェリー職場委員

天保山埠頭で船内見学会天保山埠頭で船内見学会天保山埠頭で船内見学会

船橋（操舵室）見学船橋（操舵室）見学船橋（操舵室）見学

機関室見学機関室見学機関室見学

ペロブスカイト太陽電池ペロブスカイト太陽電池ペロブスカイト太陽電池

新造船を祝う船内演奏会新造船を祝う船内演奏会新造船を祝う船内演奏会

北行き
約21時間

南行き
約21時間45分

 北海道

 京都

太平洋

北海道・小樽港～
京都府・舞鶴港　

　 を結ぶ

新造船
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８
月
29
日
、
千
葉
県
館
山
市

の
「
渚
の
駅
た
て
や
ま
」
で
、
地

元
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
体

験
イ
ベ
ン
ト
「
船
」
に
乗
ろ
う
！

が
開
催
さ
れ
、
全
日
本
海
員
組
合

か
ら
松
本
順
一
水
産
部
長
と
佐
藤

哲
也
国
内
部
執
行
部
員
が
講
師
と

し
て
参
画
し
「
〜
船
員
の
仕
事
の

面
白
さ
〜
陸
で
は
聞
け
な
い
話
」

で
、
海
や
船
、
船
員
職
業
の
魅
力

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
。

　
講
話
で
は
、
は
じ
め
に
佐
藤
哲

也
国
内
部
執
行
部
員
か
ら
▽
海
運

や
船
員
に
つ
い
て
▽
外
国
と
の
貿

易
や
国
内
物
流
に
は
多
く
の
船
舶

が
活
躍
し
て
い
る
▽
乗
船
中
の
船

内
生
活
―
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に

説
明
し
、
続
い
て
松
本
順
一
水
産

部
長
か
ら
▽
千
葉
県
に
お
け
る
漁

獲
物
▽
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
船
や

マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
船
の
漁
法
と
仕

事
―
な
ど
を
説
明
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

▽
外
航
コ
ン
テ
ナ
船
が
積
載
で
き

る
コ
ン
テ
ナ
の
数
▽
船
種
ご
と
の

航
海
速
力
▽
捕
鯨
母
船
の
生
産
性

能
―
な
ど
の
質
問
が
あ
り
、
講
師

の
２
人
が
子
ど
も
た
ち
に
、
分
か

り
や
く
す
く
説
明
し
た
。

　
こ
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
練
習

船
「
大
成
丸
」
と
千
葉
県
立
館
山

総
合
高
等
学
校
の
実
習
船
「
千
潮

丸
」
の
一
般
公
開
も
行
わ
れ
、
見

学
者
に
船
の
魅
力
を
伝
え
た
。

　
ま
た
「
渚
の
駅
た
て
や
ま
」
の

レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
で
は
、
ハ
リ

セ
ン
ボ
ン
ふ
れ
あ
い
体
験
や
、
釣

り
針
を
使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作

り
、
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

の
紹
介
、
Ｖ
Ｒ
に
よ
る
航
海
体
験

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
海
や
船
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
、
外
航
船
、
内
航

船
、
フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船
や
水
産

業
で
働
く
船
員
の
仕
事
の
魅
力
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
。

現場組合員の声を大会に届けよう
第87回定期全国大会に向けて地区大会を開催地区大会

●●日 ●●程

地区大会 日　　　時 場　　所（連絡先）

苫小牧地区 10月16日 17時30分～ 北海道地方支部 ☎ 0144-33-3141

室蘭地区 10月14日 17時30分～ 室ガス文化センター ☎ 0143-22-3156

小樽地区 10月15日 17時00分～ 小 樽 事 務 所 ☎ 0134-23-7411

稚内地区 10月16日 20時00分～ 道 北 支 部 ☎ 0162-23-3021

紋別地区 10月15日 13時30分～ 紋別漁業協同組合 ☎ 0162-23-3021

釧路地区 10月15日 15時00分～ 道 東 支 部 ☎ 0154-24-0174

根室地区 10月16日 13時00分～ 根 室 事 務 所 ☎ 0153-24-8811

道南地区 10月8日 17時00分～ 道 南 支 部 ☎ 0138-22-8127

石巻・塩釜 10月8日 13時00分～ 東 北 地 方 支 部 ☎ 0225-23-1424

八戸地区 10月6日 14時00分～ 八 戸 支 部 ☎ 0178-33-3241

気仙沼・岩手 10月8日 13時00分～ 気 仙 沼 支 部 ☎ 0226-22-1509

小名浜地区 10月5日 13時30分～ 小 名 浜 支 部 ☎ 0246-54-2191

関東地区 10月1日 10時00分～ 関 東 地 方 支 部 ☎ 045-451-5580

新潟地区 9月29日 13時30分～ 新 潟 支 部 ☎ 025-247-3276

三崎地区 9月30日 14時00分～ 三 崎 支 部 ☎ 046-882-6555

清水地区 10月1日 17時30分～ 静 岡 支 部 ☎ 054-352-9136

地区大会 日　　　時 場　　所（連絡先）

神戸地区 10月1日 13時30分～ 関 西 地 方 支 部 ☎ 078-331-7541

大阪地区 10月1日 13時30分～ 大 阪 支 部 ☎ 06-6612-4300

名古屋地区 10月2日 14時00分～ 名 古 屋 支 部 ☎ 052-651-5495

北陸地区 10月6日 10時00分～ 北 陸 支 部 ☎ 0776-81-3427

広島地区 10月6日 13時30分～ 中・四国地方支部 ☎ 082-251-7358

尾道地区 10月6日 10時00分～ 尾 道 支 部 ☎ 0848-37-8163

愛媛地区 10月6日 10時30分～ 愛 媛 支 部 ☎ 0898-32-6131

高松地区 10月6日 10時30分～ 高松港旅客ターミナルビル ☎ 087-851-4622

北九州・下関 10月6日 15時00分～ 九州関門地方支部 ☎ 093-331-3600

福岡地区 10月5日 11時00分～ 福 岡 事 務 所 ☎ 092-761-5596

大分地区 10月5日 9時30分～ 佐賀関市民センター ☎ 097-575-2557

長崎地区 10月5日 10時30分～ 長 崎 支 部 ☎ 095-823-7251

鹿児島地区 10月8日 14時00分～ 鹿 児 島 支 部 ☎ 099-253-6605

那覇地区 10月8日 16時00分～ 沖 縄 支 部 ☎ 098-868-1884

石垣地区 10月5日 19時00分～ 石垣市離島ターミナル ☎ 0980-82-0043

「「渚の駅たてやま渚の駅たてやま」で」で
体験イベント「体験イベント「船船」に乗ろう！」に乗ろう！

千葉県館山市千葉県館山市千葉県館山市

練習船・大成丸練習船・大成丸練習船・大成丸

操
舵
室機関監視室機関監視室機関監視室 大成丸大成丸大成丸

船員職業の魅力を伝える国内部の佐藤哲也執行部員船員職業の魅力を伝える国内部の佐藤哲也執行部員船員職業の魅力を伝える国内部の佐藤哲也執行部員

漁業の魅力を伝える松本順一水産部長漁業の魅力を伝える松本順一水産部長漁業の魅力を伝える松本順一水産部長
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稚
内
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で

１
時
間
40
分
の
利
尻
島

　
北
海
道
の
北
部
、
稚
内
市
の
西

方
に
浮
か
ぶ
利
尻
島
は
北
海
道
で

５
番
目
に
大
き
い
島
で
、
利
尻
富

士
町
と
利
尻
町
の
２
つ
の
町
が
あ

り
、
隣
の
礼
文
島
と
稚
内
の
南
側

に
位
置
す
る
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
と
と

も
に
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公

園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

水
は
、
誰
が
飲
ん
で
も
甘
い
の
で
、

「
甘
露
泉
水
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
こ
の
美
し
い
島
で
、
本
組
合
の

北
海
道
地
方
支
部
管
内
執
行
委
員

会
が
行
わ
れ
る
の
に
合
わ
せ
、
田

中
伸
一
組
合
長
代
行
と
平
岡
英
彦

中
央
執
行
委
員
が
、
そ
の
移
動
時

に
稚
内
港
と
利
尻
島
を
結
ぶ
ハ
ー

ト
ラ
ン
ド
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の

フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
し
、
現
場
組
合

員
の
皆
さ
ん
を
激
励
し
た
。

　
稚
内
港
か
ら
利
尻
島
、
礼
文
島

を
３
隻
の
フ
ェ
リ
ー
（
サ
イ
プ
リ

ア
宗
谷
／
ボ
レ
ア
ー
ス
宗
谷
／
ア

マ
ポ
ー
ラ
宗
谷
）
で
結
ぶ
ハ
ー
ト

ラ
ン
ド
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
は
、

離
島
に
暮
ら
す
人
々
の
暮
ら
し
を

支
え
る
生
活
航
路
、
ま
た
、
公
共

的
な
海
上
交
通
手
段
と
し
て
、
旅

客
と
物
資
を
運
び
、
四
季
を
通
じ

て
北
の
大
地
を
訪
れ
る
旅
行
者
に

と
っ
て
も
欠
か
せ
な
い
交
通
手
段

と
な
っ
て
い
る
。

船
名
の
由
来

　
フ
ェ
リ
ー
の
船
名
は
、
島
に
咲

く
花
の
名
前
な
ど
に
由
来
し
「
サ

イ
プ
リ
ア
宗
谷
」
は
、
礼
文
島
に

の
み
生
息
す
る
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ

ソ
ウ
に
ち
な
み
、
敦
盛
草
の
学
名

「
サ
イ
プ
リ
ペ
デ
ィ
ウ
ム
」
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ

ラ
ー
の
濃
藍
色
と
鮮
や
か
な
朝
焼

け
と
夕
焼
け
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
茜

色
が
船
体
を
彩
り
、
船
内
の
客
室

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
心
の
旅
と
大
自

然
の
優
し
さ
に
目
覚
め
る
旅
。

　
「
ボ
レ
ア
ー
ス
宗
谷
」
は
、
ギ
リ

シ
ャ
神
話
の
「
北
風
の
神
」
を
意

味
し
、
北
海
道
最
北
端
の
宗
谷
地

方
の
自
然
を
象
徴
す
る
「
北
風
」

に
ち
な
み
名
付
け
ら
れ
た
。

　
「
ア
マ
ポ
ー
ラ
宗
谷
」
の
ア
マ
ポ

ー
ラ
は
、
利
尻
島
に
自
生
す
る
希

少
固
有
種
の
黄
色
い
「
リ
シ
リ
ヒ

ナ
ゲ
シ
」
に
ち
な
み
、
ヒ
ナ
ゲ
シ

65
㎞
の
利
尻
島
は
、
１
９
７
４
年

に
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
た
。
北
海
道
銘
菓
の

「
白
い
恋
人
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
描

か
れ
て
い
る
雪
山
は
、
利
尻
島
の

南
東
部
に
位
置
す
る
沼
浦
展
望
台

か
ら
眺
め
た
利
尻
山
で
、
こ
の
展

望
台
は
現
在
「
白
い
恋
人
の
丘
」

と
呼
ば
れ
、
旅
す
る
恋
人
た
ち
の

メ
ッ
カ
と
し
て
有
名
。

　
お
土
産
選
び
で
欠
か
せ
な
い
の

が
、
利
尻
島
の
特
産
品
と
し
て
人

気
の
あ
る
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
と
キ

タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
、
そ
し
て
利
尻

昆
布
。
夏
に
は
「
北
海
島
ま
つ
り
」

や
「
う
に
う
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
、
ウ
ニ
の
缶
詰
や
、

陸
揚
げ
さ
れ
て
か
ら
半
年
ほ
ど
か

け
て
商
品
化
す
る
利
尻
昆
布
は
、

観
光
客
に
人
気
が
あ
る
。

《
北
海
道
地
方
支
部
＝
発
信
》

　
島
の
名
前
は
ア
イ
ヌ
語
の
「
リ

（
高
い
）
シ
リ
（
島
）」
に
由
来
し
、

島
の
中
央
に
は
標
高
１
７
２
１
ｍ

の
利
尻
山
が
そ
び
え
、
海
に
向
か

っ
て
美
し
い
稜
線
を
描
く
姿
か
ら

利
尻
富
士
と
呼
ば
れ
、
山
頂
に
降

り
注
い
だ
雨
や
雪
は
地
中
で
ろ
過

さ
れ
、
伏
流
水
と
し
て
湧
き
水
と

な
る
。
特
に
人
気
の
登
山
ル
ー
ト

で
あ
る
鴛
泊
３
合
目
付
近
の
湧
き

の
ス
ペ
イ
ン
語
読
み
で
名
付
け
ら

れ
、
花
言
葉
は
「
思
い
や
り
、
い

た
わ
り
」
で
、
北
の
海
を
旅
す
る

乗
船
客
へ
の
思
い
や
り
を
意
味
し

て
い
る
。

利
尻
島
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

　
利
尻
島
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
利

尻
山
は
、
登
山
家
で
作
家
の
深
田

久
弥
氏
が
選
ん
だ「
日
本
百
名
山
」

の
中
で
最
も
北
に
位
置
す
る
山

で
、
登
山
愛
好
家
に
人
気
の
あ
る

山
の
ひ
と
つ
。
島
内
に
は
ス
キ
ー

場
が
３
カ
所
あ
り
、
冬
期
は
北
海

道
の
中
で
も
極
上
の
パ
ウ
ダ
ー
ス

ノ
ー
が
見
ら
れ
る
と
い
う
ス
キ
ー

場
で
、
一
面
に
雪
化
粧
し
た
島
影

や
白
銀
に
染
ま
る
利
尻
富
士
の
幻

想
的
な
光
景
を
見
な
が
ら
、
ス
キ

ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
め
る
。

　
利
尻
富
士
を
中
心
に
東
西
約

15
㎞
、
南
北
約
18
㎞
、
外
周
が
約

北海道の離島航路を支える北海道の離島航路を支える
組合員の皆さんを激励組合員の皆さんを激励

ハートランドフェリー株式会社ハートランドフェリー株式会社ハートランドフェリー株式会社

　
２
０
２
６
年
９
月
25
日

中
央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
　
齋
藤　
洋

第
41
期
全
国
委
員
の
当
選
告
示

　
一
、２
０
２
６
年
９
月
15
日
付
で
告
示
し
た
第
41
期
全
国
委
員

補
充
選
挙
に
つ
い
て
は
、
立
候
補
の
受
け
付
け
を
締
め
切
り
、

立
候
補
者
の
資
格
審
査
を
行
い
、
候
補
者
が
適
格
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
対
立
候
補
者
が
な
い
立
候
補
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国

委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｄ
項
に
よ
り
投
票
を
略
し
、
当
選
人
を

次
の
通
り
と
す
る
。

　
《
地
方
区
・
地
方
単
位
》

　
０
４　
関
西

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人　
高
塚　
　
周

大
阪
支
部
在
籍
専
従
執
行
部
員

　
０
６　
九
州
関
門

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人　
松
原　
望
歌
莉

鹿
児
島
支
部
在
籍
専
従
執
行
部
員

　
《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
３
７　
関
東
地
区
内
航
Ｄ
グ
ル
ー
プ

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人　
池
田　
成
志

日
鉄
物
流
東
日
本
支
店

　
０
４
１　
日
本
海
洋
事
業
（
補
充
定
員
１
名・立
候
補
者
１
名
）

当
選
人　
獅
子
倉　
孝
彰

日
本
海
洋
事
業

　
０
４
８　
関
東
地
区
港
湾
グ
ル
ー
プ

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人　
鈴
木　
達
哉

中
島
運
輸

　
０
４
８　
関
東
地
区
港
湾
グ
ル
ー
プ

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人　
宮
田　
晃
行

東
亜
汽
船

　
０
５
１　
佐
渡
汽
船　
　
（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人　
藤
山　
晃
基

佐
渡
汽
船

以　
上

左から平岡英彦中央執行委員、工藤佑平甲板手、三浦昭彦船長、左から平岡英彦中央執行委員、工藤佑平甲板手、三浦昭彦船長、左から平岡英彦中央執行委員、工藤佑平甲板手、三浦昭彦船長、
高松宜史一等航海士、田中伸一組合長代行高松宜史一等航海士、田中伸一組合長代行高松宜史一等航海士、田中伸一組合長代行

日本海

利尻島の風景

稚内フェリーターミナル稚内フェリーターミナル稚内フェリーターミナル

ペシ岬展望台ペシ岬展望台ペシ岬展望台

サイプリア宗谷サイプリア宗谷サイプリア宗谷

海の駅おしどまり海の駅おしどまり海の駅おしどまり

稚内港稚内港稚内港

（利尻島のフェリーターミナル）



船
員
の
魅
力
と
海
の
平
和
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

船
員
の
魅
力
と
海
の
平
和
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
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「
知
ら
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

た
」「
船
が
好
き
に
な
れ
た
」、
保

護
者
か
ら
は
「
子
供
が
船
の
こ
と

に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

海
員
組
合
本
部
会
館
で
終
戦
記

念
日
特
別
上
映
会
を
開
催

　
８
月
15
日
は
、
海
員
組
合
本
部

会
館
の
地
下
大
会
議
室
で
、
終
戦

記
念
日
特
別
企
画
上
映
会
「
海
の

平
和
を
考
え
よ
う
！
」
を
開
催
し

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る

民
間
船
や
船
員
の
徴
用
、
学
童
疎

開
船
「
対
馬
丸
」
の
悲
劇
を
伝
え

る
映
像
作
品
の
鑑
賞
を
通
じ
て
、

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な

っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
企
画

し
、
近
隣
の
住
民
に
も
呼
び
か
け

を
行
っ
た
。

　
上
映
会
は
午
前
と
午
後
の
２

部
構
成
で
行
い
、
対
馬
丸
記
念
館

（
沖
縄
県
那
覇
市
）
提
供
の
映
像

資
料
「
対
馬
丸
の
お
友
達
へ
」
と

「
２
つ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
」
の
ほ
か
、

　
９
月
６
日
、
気
仙
沼
漁
協
市
場

の
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
で
、
全

国
海
友
婦
人
会
気
仙
沼
支
部
主
催

の
外
国
人
技
能
実
習
生
と
の
交
流

会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
海
友
婦
人

会
と
外
国
人
技
能
実
習
生
な
ど
計

28
人
が
参
加
し
、
婦
人
会
の
お
母

さ
ん
た
ち
が
外
国
人
に
和
食
や
地

元
料
理
を
教
え
伝
え
る
な
ど
し
て

親
睦
を
深
め
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
主
に

気
仙
沼
市
内
の
水
産
加
工
会
社
で

実
習
し
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の

技
能
実
習
生
が
参
加
し
、
地
元
で

人
気
の
あ
る
カ
ツ
オ
の
刺
身
、
ち

ら
し
寿
司
、
す
い
と
ん
、
酢
の

物
、
カ
ツ
オ
の
た
た
き
、
き
ゅ
う

り
の
漬
物
な
ど
の
料
理
を
海
友
婦

人
会
の
皆
さ
ん
に
教
わ
り
な
が

ら
、
楽
し
く
一
緒
に
調
理
し
た
。

　
全
国
海
友
婦
人
会
の
菊
川
初
枝

気
仙
沼
支
部
長
は
「
遠
洋
マ
グ
ロ

漁
船
に
乗
船
し
て
い
る
私
た
ち
の

麻
布
図
書
館
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

「
全
日
本
海
員
組
合
図
書
資
料

室
へ
行
こ
う
！
〜
船
員
さ
ん
の

お
は
な
し
と
施
設
見
学
会
〜
」

　
８
月
８
日
、
海
員
組
合
本
部
会

館
（
東
京
都
港
区
六
本
木
）
で
、

港
区
立
麻
布
図
書
館
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
「
全
日
本
海
員
組
合
図
書
資

料
室
へ
行
こ
う
！
〜
船
員
さ
ん
の

お
は
な
し
と
施
設
見
学
会
〜
」
が

開
催
さ
れ
た
。
港
区
立
麻
布
図
書

館
か
ら
依
頼
を
受
け
て
本
組
合
の

協
力
の
下
、
近
隣
の
小
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
、
保
護
者
ら
15
人
が

参
加
し
、
現
役
船
員
と
の
講
話
や

施
設
見
学
を
通
じ
て
、
海
や
船
の

仕
事
に
つ
い
て
学
ぶ
よ
い
機
会
と

な
っ
た
。

　
前
半
は
、
関
東
地
方
支
部
の
安

藏
巧
在
籍
専
従
執
行
部
員
と
松
下

翔
馬
在
籍
専
従
執
行
部
員
が
登
壇

し
、
船
上
で
の
仕
事
や
生
活
に
つ

い
て
映
像
を
活
用
し
て
分
か
り
や

す
く
説
明
し
た
。
松
下
航
海
士
が

「
先
の
先
を
読
む
の
が
大
切
」
と

プ
ロ
の
心
構
え
を
語
る
と
、
参
加

者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
た
。
安
藏

機
関
士
が
出
題
し
た
船
に
ま
つ
わ

る
ク
イ
ズ
で
は
、
親
子
で
熱
心
に

考
え
る
姿
が
見
ら
れ
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
後
半
の
施
設
見
学
で
は
、
館
内

の
図
書
資
料
室
や
展
示
室
を
見
学

し
、
子
供
た
ち
は
Ｖ
Ｒ
技
術
を
用

い
た
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
船
員
の
仕

事
を
擬
似
体
験
し
た
ほ
か
、
操
船

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
船
の
操
縦
や
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
工
作
に
挑
戦
し

た
。
本
物
の
船
乗
り
に
な
っ
た
よ

う
な
体
験
に
子
ど
も
た
ち
は
目
を

輝
か
せ
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

平
良
啓
子
さ
ん
（
対
馬
丸
事
件
の

語
り
部
）
が
本
組
合
の
第
78
回
定

期
全
国
大
会
（
沖
縄
）
で
行
っ
た

当
時
の
講
話
映
像
、
戦
没
船
と
船

員
の
過
酷
な
体
験
を
描
い
た
本
組

合
制
作
記
録
映
像「
海
な
お
深
く
」

の
計
４
作
品
を
上
映
し
た
。

　
平
良
さ
ん
の
講
話
で
は
、
ア
メ

リ
カ
の
潜
水
艦
の
攻
撃
に
よ
り
撃

沈
さ
れ
た
対
馬
丸
か
ら
奇
跡
的

に
生
還
し
た
過
酷
な
体
験
が
語
ら

れ
、
参
加
者
は
厳
粛
な
面
持
ち
で

聞
き
入
っ
て
い
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
対
馬
丸
や
戦

没
船
の
悲
劇
を
詳
し
く
知
る
貴
重

な
機
会
に
な
っ
た
」「
辛
い
経
験
を

今
に
語
り
継
ぐ
姿
に
胸
が
熱
く
な

っ
た
。
体
験
者
の
話
は
大
変
貴
重

で
あ
る
」
と
い
っ
た
深
い
感
銘
の

言
葉
が
相
次
い
で
寄
せ
ら
れ
た
。

　
本
組
合
は
、
今
後
も
子
ど
も
た

ち
に
海
・
船
・
船
員
に
つ
い
て
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
催
し
や
、

戦
没
船
や
海
の
平
和
に
関
す
る
催

し
を
行
っ
て
い
く
。

夫
が
外
国
の
港
で
お
世
話
に
な
っ

て
き
た
の
で
、
私
た
ち
も
気
仙
沼

に
来
て
技
能
実
習
生
と
し
て
学
ん

で
い
る
外
国
人
の
方
々
に
お
返
し

が
し
た
い
気
持
ち
で
こ
の
活
動
を

定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
」
と
語

っ
た
。

　
参
加
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
参

加
者
は
「
気
仙
沼
の
お
母
さ
ん
た

ち
と
一
緒
に
料
理
や
お
話
が
で
き

て
楽
し
い
で
す
」
と
仲
間
た
ち
と

と
も
に
笑
顔
で
語
り
、　
最
後
に

参
加
者
全
員
で
料
理
を
実
食
し
懇

談
を
楽
し
ん
で
閉
会
し
た
。

《
気
仙
沼
支
部
＝
発
信
》

港区立麻布図書館と連携し、港区立麻布図書館と連携し、
船員職業の魅力を伝えるイベントを開催船員職業の魅力を伝えるイベントを開催

外国人技能実習生に外国人技能実習生に
料理を教えて交流料理を教えて交流

展示室を見学展示室を見学展示室を見学

操船シミュレーターを体験（図書資料室）操船シミュレーターを体験（図書資料室）操船シミュレーターを体験（図書資料室）

地下大会議室で船の仕事を学ぶ地下大会議室で船の仕事を学ぶ地下大会議室で船の仕事を学ぶ

終戦記念日に行われた特別企画上映会終戦記念日に行われた特別企画上映会終戦記念日に行われた特別企画上映会

海員組合本部会館海員組合本部会館海員組合本部会館

全国海友婦人会全国海友婦人会全国海友婦人会

図書資料室図書資料室図書資料室

気仙沼支部気仙沼支部気仙沼支部
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「
ザ・ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」に
応
募
さ
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら
の
便
り
で
す
。

体
力
作
り

山
口
県  

カ
ー
リ
ー

　
体
力
作
り
に
県
内
の
山
登
り
を
始

め
て
い
ま
す
。
秋
に
は
屋
久
島
に
縄

文
杉
を
見
に
行
く
予
定
で
す
。
楽
し

み
で
す
。

（
共
同
海
運
）

鍋
持
参

北
海
道  

ハ
ル
カ

　
近
所
に
カ
レ
ー
専
門
店
が
で
き
ま

し
た
。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
は
鍋
持
ち
込

み
が
お
得
で
す
。
鍋
持
参
で
行
っ
て

み
た
い
で
す
。（
津
軽
海
峡
フ
ェ
リ
ー
）

中
秋
の
名
月鹿

児
島
県  

石
畑
京
子

　
子
ど
も
た
ち
の
お
月
見
の
絵
を
見

て
癒
さ
れ
ま
し
た
。
と
て
も
か
わ
い

か
っ
た
で
す
。
（
マ
ル
エ
ー
フ
ェ
リ
ー
）

防
災
意
識

富
山
県  

蛯
谷
育
実

　
日
本
各
地
で
豪
雨
に
よ
る
災
害
が

続
く
中
、
防
災
意
識
を
持
っ
て
過
ご

す
最
近
の
日
々
で
す
。（

日
本
海
洋
事
業
）

短
い
船
旅

愛
知
県  

鈴
木
春
秋

　
小
豆
島
へ
行
き
ま
し
た
。
高
松
か

ら
土
庄
港
、
帰
り
は
福
田
港
か
ら
姫

路
港
。
久
し
ぶ
り
に
潮
風
に
当
た
り

感
激
し
ま
し
た
。

（
日
本
郵
船
）

母
の
願
い

静
岡
県  

天
野
道
代

　
息
子
は
遠
洋
マ
グ
ロ
漁
船
で
一
年

の
う
ち
10
カ
月
く
ら
い
は
海
上
で

す
。
息
子
の
希
望
も
あ
り
、
家
を
建

て
る
計
画
の
最
中
で
す
が
、
ど
う
か

生
涯
の
伴
侶
も
望
ん
で
ほ
し
い
と
願

う
毎
日
で
す
。
（
焼
津
ま
ぐ
ろ
漁
業
）

ラ
ン
ニ
ン
グ

広
島
県  

く
り
き
ん
と
ん

　
９
月
に
入
り
、
暑
さ
も
少
し
ず
つ

和
ら
い
で
き
ま
し
た
。
暑
さ
で
遠
の

い
て
い
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
再
開
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。
（
宮
崎
産
業
海
運
）

発
表
会

宮
城
県  

阿
部
大
輝

　
十
月
に
学
習
発
表
会
が
あ
る
の
で

練
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
大
漁
唄
い

込
み
と
ア
ン
ダ
ー
ザ
シ
ー
を
演
奏
で

発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
が

ん
ば
り
ま
す
。

（
兼
井
物
産
）

健
康
管
理

新
潟
県  

マ
イ
タ
ケ

　
今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

が
早
い
の
で
、
手
洗
い
、
う
が
い
、

十
分
な
休
養
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
な
ど
、
気
を
付
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
佐
渡
汽
船
）

お
節
の
予
約

福
岡
県  

上
村
愛

　
暑
さ
も
和
ら
ぎ
朝
は
涼
し
く
感
じ

ま
す
。
最
近
、
お
節
料
理
の
予
約
販

売
が
始
ま
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
ま

し
た
。
気
付
け
ば
今
年
も
残
り
数
カ

月
。
時
間
が
経
つ
の
が
早
く
感
じ
ま

す
。（
東
洋
海
運
シ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

夏
の
想
い
出

兵
庫
県  

岩
井
治
美

　
猛
暑
の
中
、
孫
た
ち
と
保
津
川
下

り
に
行
き
ま
し
た
。
船
頭
さ
ん
の
ト

ー
ク
や
急
流
下
り
、
船
上
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
、
楽
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

で
、
夏
の
良
い
想
い
出
と
な
り
ま
し

た
。

（
商
船
三
井
）

ビ
ワ

静
岡
県  

森
本
マ
リ

　
友
人
か
ら
頂
い
た
「
ビ
ワ
」
の
種

を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
て
育
て
て
い

ま
す
。
今
年
で
３
年
目
。
現
在
１
ｍ

位
に
な
り
ま
し
た
。
実
る
ま
で
８
年

か
ら
10
年
か
か
る
よ
う
で
す
。
先
は

長
い
で
す
が
楽
し
み
で
す
。

（
日
本
ガ
ス
ラ
イ
ン
）

来
年
は

富
山
県  

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

　
庭
の
ぶ
ど
う
の
木
が
実
を
つ
け
は

じ
め
て
３
年
目
。
今
年
は
バ
ラ
房
の

実
で
し
た
が
、
甘
く
て
お
い
し
い
実

が
た
く
さ
ん
な
り
ま
し
た
。
来
年

は
、
き
れ
い
な
形
の
ぶ
ど
う
に
な
る

よ
う
作
業
手
順
を
勉
強
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
Ｎ
Ｘ
海
運
）

⑫

こ
な
か
っ
た
海
賊
船

グ
ス
タ
フ
と
ゴ
エ
ゴ
エ
は
難
破

船
の
中
。
い
い
や
、
の
ら
ま
る
こ

も
だ
っ
た
。

な
ぎ
お
さ
ん
と
磯
野
く
ん
は
、

砂
の
上
に
、
ぺ
た
ん
と
腰
を
お
と

し
て
た
。

ど
う
し
た
。
月
は
あ
ん
な
に
傾

い
た
。
難
破
船
を
案
内
す
る
は
ず

の
月
光
の
道
は
海
に
な
い
。

ち
ら
り
と
、
な
ぎ
お
さ
ん
は
、

横
を
見
た
。
磯
野
く
ん
の
目
が
、

な
ん
だ
か
、
う
た
が
わ
し
そ
う
だ
。

そ
れ
も
無
理
は
な
い
。

二
せ
き
の
姉
妹
船
は
、
真
夜
中

に
会
う
。
そ
し
て
ま
だ
夜
の
明
け

な
い
う
ち
に
、
も
ど
ら
な
く
ち
ゃ

な
ら
な
い
難
破
船
だ
。
砂
丘
を
の

ぼ
っ
て
、
も
と
い
た
あ
た
り
に
も

ど
る
。
音
も
な
く
二
つ
に
分
か
れ

て
朝
を
む
か
え
る
。
な
に
ご
と
も

な
か
っ
た
み
た
い
な
す
ま
し
顔
で
。

と
す
る
と
、
も
う
間
に
合
わ
な

い
。
朝
、
明
る
く
な
っ
た
公
園
に

は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
人
だ
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
な
か
で
、
あ
ん
な
こ

と
、
お
こ
す
わ
け
に
は
い
か
な
い

は
ず
だ
。
い
く
ら
い
た
ず
ら
好
き

の
神
さ
ま
だ
っ
て
だ
。

な
ぎ
お
さ
ん
は
、
立
ち
上
が
っ

た
。
お
し
り
の
あ
た
り
に
く
っ
つ
い

て
る
砂
を
手
で
は
ら
い
な
が
ら
。

「
行
く
。
来
る
か
？
」

言
わ
れ
て
磯
野
く
ん
も
だ
。

「
グ
ス
タ
フ
、
だ
め
な
よ
う
だ
。

お
ま
え
さ
ん
の
船
は
、
む
か
え
に

は
こ
ぬ
よ
う
だ
。
な
ぜ
か
は
、
わ

か
ら
ん
が
」

グ
ス
タ
フ
も
、
そ
の
こ
と
に
気

づ
い
て
い
る
み
た
い
だ
。
し
ょ
ん

ぼ
り
し
て
て
、
顔
も
あ
げ
な
い
。

と
な
る
と
、
ど
う
す
る
。
な
ぎ

お
さ
ん
の
造
船
所
に
も
ど
る
し
か

な
い
。

い
い
や
、
不
法
た
い
ざ
い
と
い

う
の
は
、
こ
ん
ど
こ
そ
だ
。
な
ぎ

お
さ
ん
を
尊
敬
し
て
、
グ
ス
タ
フ

も
気
に
入
っ
た
と
し
て
も
、
磯
野

く
ん
は
お
ま
わ
り
さ
ん
。
ど
こ
ま

で
知
ら
ん
顔
で
き
る
の
だ
？
ど
こ

ま
で
、
か
ば
い
き
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
ま
り
顔
は
三
人
と
も
だ
。
い

い
や
、
も
う一匹
と一羽
も
だ
。

「
も
ど
る
ぞ
。
と
り
あ
え
ず
わ

し
ん
ち
に
。
あ
と
を
ど
う
す
る
か
、

お
ま
え
さ
ん
の
知
恵
を
か
し
て
く

れ
ぬ
か
。
そ
う
し
て
も
ら
え
れ
ば

あ
り
が
た
い
」

こ
ま
り
顔
だ
け
ど
、
磯
野
く
ん

が
、
こ
く
り
と
う
な
ず
い
た
。

大
荷
物
の
大
み
や
げ
は
、
ま
た

軽
ト
ラ
に
逆
も
ど
り
だ
。

満
月
の
や
つ
め
、
う
そ
つ
き
お

っ
て
。
甘
か
っ
た
と
い
う
の
か
。

ま
た
二
つ
の
船
が
会
っ
て
、
グ

ス
タ
フ
と
は
、
二
度
と
会
う
こ
と

も
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
は
。

「
い
た
ず
ら
好
き
の
神
さ
ま
っ
て

い
じ
わ
る
で
す
ね
。
な
に
を
た
く

ら
ん
で
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
ぼ
く
、

お
も
し
ろ
く
な
い
で
す
よ
。
こ
の

ま
ま
、
不
法
入
国
の
ス
ペ
イ
ン
人

つ
か
ま
え
ま
し
た
。
へ
ん
な
こ
と

言
っ
て
る
と
う
り
ょ
う
が
、
共
犯

者
み
た
い
で
す
。
な
ん
て
こ
と
で一

件
落
着
な
ん
て
の
。
そ
う
だ
ん
し

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

の
が
い
い
か
。
ひ
と
ね
む
り
し
て
、

夕
方
、
ま
た
行
き
ま
す
、
と
う
り

ょ
う
」あり

が
た
い
申
し
出
だ
っ
た
。

と
り
あ
え
ず
グ
ス
タ
フ
を
か
く

ま
う
。
こ
の
先
の
こ
と
は
ま
っ
た

く
わ
か
ら
な
い
。

た
だ
、
信
じ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

い
か
に
い
た
ず
ら
好
き
で
も
、
そ

の
神
さ
ま
は
、
と
こ
と
ん
、
わ
し

と
グ
ス
タ
フ
を
こ
ま
ら
せ
は
せ
ん

じ
ゃ
ろ
う
。
だ
っ
て
そ
う
じ
ゃ
ろ
、

あ
ん
た
、
わ
し
を
選
ん
だ
ん
じ
ゃ

ろ
。
も
し
か
し
た
ら
、
わ
し
に
何

か
さ
せ
よ
う
と
、
た
く
ら
ん
じ
ょ

る
の
か
。
い
っ
た
い
、
何
を
じ
ゃ
。

遠
く
で
バ
イ
ク
の
音
が
き
こ
え

た
。
新
聞
配
達
の
に
ち
が
い
な
い
。

そ
う
、
も
う
夜
が
明
け
る
。
東
の

水
平
線
が
白
み
か
け
て
い
る
。

軽
ト
ラ
の
助
手
席
に
、
ま
た
ひ

と
り
と一匹
と一羽
の
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ

う
づ
め
だ
。

磯
野
く
ん
が
か
る
く
手
を
ふ
っ

て
見
送
り
、
自
転
車
を
こ
ぎ
だ
し

て
い
た
。

さ
て
っ
と
。
ど
う
す
る
、
こ
の

た
く
さ
ん
す
ぎ
る
み
や
げ
も
の
を
。

水
は
保
存
が
き
く
。
そ
れ
で
な
く

て
も
災
害
に
そ
な
え
て
買
い
お
く

よ
う
に
、
こ
れ
は
あ
ち
こ
ち
の
家

で
そ
う
し
て
い
る
こ
と
だ
。

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
は
、

そ
れ
こ
そ
、
タ
ン
ト
買
い
す
ぎ
た
。

ま
っ
、
グ
ス
タ
フ
が
大
好
き
ら
し

い
か
ら
い
い
と
し
て
。

果
物
と
野
菜
は
、
は
や
め
に
食

べ
よ
う
。
だ
け
ど
、
三
十
足
も
の

サ
ン
ダ
ル
は
、
ど
う
す
る
。

「
そ
ん
な
に
は
は
け
ん
ぞ
。
ム
カ

デ
で
も
あ
る
ま
い
し
」

ま
っ
、
な
ん
と
か
な
る
わ
い
。

心
配
す
る
で
な
い
。
わ
し
は
、
お

ま
え
の
味
方
じ
ゃ
ぞ
。
き
っ
と
、

仲
間
の
海
賊
た
ち
ん
と
こ
ろ
へ
帰

し
て
や
る
。
今
は
見
習
い
じ
ゃ
ろ

う
が一人
前
の
海
賊
に
な
れ
る
よ
う

に
な
。

口
の
中
で
も
ぐ
も
ぐ
言
っ
て
、

さ
い
ご
の
と
こ
ろ
で
、
な
ぎ
お
さ

ん
は
苦
笑
い
し
て
た
。

満
月
に
海
賊
船
が
や
っ
て
来
る

大
原
興
三
郎
　
文

二
井
野
ま
こ
　
画

童
話
・
潮
の
香

和様（日本風）の書は平安時代に三跡の
能書家によって確立されました。この書
は全体がゆっくりと流れるような書きぶ
りで小野道風「屏風土代」の作風に似て
います。銀砂子が散りばめられた紙にマ
ッチして素敵な作品です。

伊東 毅子 
●
行
書

書道
の部

海上美術展
講評 川合 広太郎先生

船員と家族が創る文化の広場第51回 

日
帰
り
の
気
分
転
換埼

玉
県  

マ
ロ

　
日
帰
り
で
日
光
を
訪
れ
ま
し
た
。

寺
で
数
珠
づ
く
り
体
験
を
し
た
り
、

滝
を
見
た
り
、
湖
畔
を
歩
い
た
り
し

て
楽
し
み
、
気
分
転
換
に
な
り
ま
し

た
。

（
日
本
海
洋
事
業
）

健
康
診
断

広
島
県  

こ
こ
ろ

　
８
月
に
健
康
診
断
に
行
き
先
日
、

結
果
が
来
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
始
め
た
お
か
げ
か
、
昨
年
よ
り
結

果
が
少
し
良
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

（
商
船
三
井
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
）

初
め
て
の
キ
ス
釣
り石

川
県  

ま
な

　
初
め
て
キ
ス
釣
り
を
し
ま
し
た
。

エ
サ
も
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

針
を
ハ
ズ
す
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
フ
ラ
イ
と
お
さ
し
み

に
し
ま
し
た
。
お
い
し
く
て
釣
り
に

ハ
マ
り
そ
う
で
す
。

（
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
オ
ー
シ
ャ
ン
）

秋
の
気
配

福
岡
県  

は
ー
ち
ゃ
ん

　
最
近
、
少
し
涼
し
く
な
っ
て
、
山

登
り
も
気
持
ち
良
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
時
々
、
木
々
の
間
か
ら
風
が
す

ー
っ
と
吹
い
て
き
て
秋
を
感
じ
ま

す
。

（
西
部
タ
ン
カ
ー
）
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《
材
料  

２
人
分
》

　
豚
ひ
き
肉
２
０
０
ｇ
、
絹
厚
揚
げ
１
枚

（
約
１
６
０
ｇ
）
、
片
栗
粉
大
さ
じ
１
、

塩
・
こ
し
ょ
う
各
少
々
、
サ
ラ
ダ
油
適

量
、
水
50
㏄
、
大
根
お
ろ
し
適
量
、
ポ
ン

酢
適
量
。

《
作
り
方
》

①
ボ
ウ
ル
に
厚
揚
げ
を
入
れ
、
細
か
く
つ

ぶ
す
。
そ
こ
に
ひ
き
肉
と
片
栗
粉
、
塩
、

こ
し
ょ
う
を
入
れ
、
粘
り
が
で
る
ま
で

よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

②
４
等
分
に
分
け
、
小
判
形
に
か
た
ち
を

整
え
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
で
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
②
を

入
れ
て
弱
め
の
中
火
で
焼
く
。
焼
き
色

が
つ
い
た
ら
裏
返
し
、
弱
火
に
し
て
水

を
回
し
入
れ
ふ
た
を
し
て
３
〜
４
分
蒸

し
焼
き
に
す
る
。

④
ふ
た
を
外
し
て
水
気
を
飛
ば
し
、
火

を
止
め
る
。
器
に
盛
り
付
け
、
大
根
お

ろ
し
を
添
え
て
ポ
ン
酢
を
ま
わ
し
か
け

る
。

【
ポ
イ
ン
ト
＆
ア
レ
ン
ジ
】

　
①
の
工
程
で
ボ
ウ
ル
の
代
わ
り
に
ポ
リ

袋
を
使
う
と
手
を
汚
さ
ず
に
混
ぜ
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
、
洗
い
物
を
減
ら
せ
ま
す
。

　
粗
み
じ
ん
切
り
に
し
た
大
葉
や
長
ネ

ギ
、
キ
ノ
コ
類
を
①
に
加
え
て
も
お
い
し

い
で
す
よ
。

厚揚げ入り
ふわふわハンバーグ

Ａ
〜
Ｆ
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

①
ス
ポ
ー
ツ
で
戦
お
う
と
い
う

気
力
、
応
援
の
掛
け
声

④
阿
寒
湖
の
特
別
天
然
記
念
物

⑦
赤
と
ん
ぼ
が
止
ま
り
ま
す

⑧
震
度
５
程
度
の
強
い
地
震

⑩
羊
頭
を
掲
げ
…
…
を
売
る

⑫
ね
じ
く
ぎ

⑬
い
ぬ
↓
ぬ
ま
↓
ま
り
↓
り
す

↓
す
い
か
↓
か
め

⑮
再
来
年
の
干
支

⑯
秋
の
果
物
の
一
つ

⑰
…
…
の
差

⑲
タ
イ
マ
イ
は
…
…

⑳
力
士
と
し
て
の
呼
び
名

㉒
ボ
ル
シ
チ
発
祥
の
国

㉕
木
へ
ん
に
毎
と
書
い
て
？

㉖
イ
ワ
シ
な
ど
の
幼
魚

㉗
こ
だ
ま
の
こ
と
で
す　

①
対
義
語
は
「
豊
作
」

②
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
力
士

③
…
…
は
金
な
り

④
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
装
置

⑤
利
息
と
も
言
い
ま
す

⑥
豊
昇
龍
も
霧
島
も
…
…
出
身

の
力
士

⑨
人
を
呼
ぶ
た
め
の
ベ
ル

⑪
秋
の
味
覚
で
す

⑭
無
色
…
…
。
半
…
…

⑮
行
列
の
い
ち
ば
ん
後
ろ

⑯
２
０
１
４
年
制
定
の
…
…
等

防
止
対
策
基
本
法

⑱
対
義
語
は
「
師
匠
」

⑲
…
…
の
行
水

㉑
き
の
こ
の
一
種

㉓
倉
庫
の
こ
と
で
す

㉔
物
置
き
小
屋

▼
は
が
き
に
答
え
、会
社
、住

所
、氏
名
、年
齢
、日
々
の
出

来
事
な
ど
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。正
解
者
に
は
抽
選
で
、

ま
た「
わ
た
し
も
ひ
と
こ
と
」

欄
の
掲
載
者
に
も
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ

ー
ド
を
送
り
ま
す
。イ
ラ
ス

ト
や
俳
句
な
ど
の
作
品
も
会

社
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
。

▼
送
り
先
＝
〒
１
０
６

－

０
０

３
２　
東
京
都
港
区
六
本
木

７

－

15

－

26

　
全
日
本
海
員
組
合  
広
報
室

▼
締
め
切
り
＝
10
月
15
日

▼
前
号
答
え
＝
ス
ズ
ム
シ
ノ
ネ

問
題

みんなの
イラスト

北海道  りっくん福岡県  なぎさちゃん

広島県  まさみ千葉県  わかな福岡県  島田みおり

神
奈
川
県

ま
さ
く
ん

新
潟
県

う
め

神
奈
川
県

石
川
暖
真

山
口
県

そ
う
た
ん

佐
賀
県
金
丸
楓

兵
庫
県

つ
む
ち
ゃ
ん
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三
重
県  

吾
花
弥

ひ
さ
か
た
の
天あ

ま空
よ
り
放は

な
つ
雷い

か
づ
ち

の

音
に
も
聞
こ
ゆ
ま
た
た
き
の
光ひ

よ

東
京
都  

Ｔ
・
ト
シ
ヤ
ス

実
る
秋
コ
メ
豊
作
で
黄
金
色

案
山
子
見
て
い
る
稲
子
飛
び
交
う

岩
手
県  

小
笠
原
智
恵
子

憧
れ
の
奥
入
瀬
渓
流
十
和
田
湖
で

浴
び
ま
く
り
た
い
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン

茨
城
県  

田
中
勝
枝

ひ
ま
わ
り
の
視
線
の
中
の
茶
の
間
か
な

高
知
県  

ヴ
ァ
ン
・
ヘ
イ
レ
ン

花
火
散
る
あっとい
う
間
に
終
わ
り
け
り

山
口
県  

シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム

人
形
の
ま
つ
毛
の
化
身
か
合ね

歓む

の
花

三
重
県  

信
多

ド
ド
ド
ン
と
雷い

か
づ
ち

の
下も

と

黙も
く

す
セ
ミ

北
海
道  

坂
本
俊
男

赤
松
の
林
抜
け
来
し
赤
蜻
蛉

青
森
県  

凱
子
ば
あ
ば

ヒマ
ワ
リ
と
空
を
見
上
げ
て
深
呼
吸

お
ま
つ
り
の
山だ

車し

を
ひ
い
て
る
孫
ヒ
孫

愛
媛
県  

こ
ー
ち
ゃ
ん

ペ
ダ
ル
踏
む
し
ま
な
み
の
坂
南は

風え

よ
お
せ

静
岡
県  

常
定
美
和

ア
キ
ア
カ
ネ
夕
日
を
背
負って
よ
り
赤
く

兵
庫
県  

ネ
ー
コ

最
初
は
グ
ー
残
り
の
西
瓜
取
り
合
ひ
に

神
奈
川
県  

チ
ョ
ロ

朝
露
の
中
に
輝
く
酢
橘
か
な

京
都
府  

足
立
衛

下
船
の
日
い
ま
か
い
ま
か
と
妻
は
待
つ

短
歌

俳
句

川
柳
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